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有害情報

認知度トップ3はウイルス、フィッシング、個人情報漏えい
資料6-5 -1　有害情報の知識［2007年-2008年］

有害情報への接触状況をみると、「目にしたことはない」が29. 5％であり、約7割のインターネットユーザー
は有害情報への接触経験を持っている。接触経験のある情報は、「わいせつ物」の52.1％、「コンピュータウ
イルス」の37.9％、「誹謗、中傷、デマ」の30.8％などが上位であり、昨年と比べて大きな変動はみられない。
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有害情報に対する認知度をみると、「コンピュータウイルス」が84. 3％でトップ、以下、「フィッシング」が
76.6％、「個人情報漏えい」が73.9％、「なりすまし」が70.5％となっている。一方、「ブラウザークラッシャー」
や「キーロガー」「DoS」「ボット」については、昨年同様に知っているユーザーは少ない。
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7割が有害情報への接触経験あり
資料6-5 -2　有害情報への接触状況（複数回答）［2007年-2008年］
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